
農業分野における知的財産の活用
～地域団体商標制度の概要について～

最近、中国企業による「青森（チンセン）」や「青淼（チンミャオ）」といった、外国の地名を使

った商標出願が問題となっています。

「青森」については５年前に商標出願の情報がありましたが、県や関係団体が「中国商標問題

対策協議会」を立ち上げ、対策を講じた結果、今年３月にようやく全面解決しました。

そもそも、商標登録とは商品を販売する際に「○○○」というネーミン

グを独占的に使用できる権利であり、商標を使用する人の利益を保護

するものです。

たとえば、前述の中国企業が「青森」という商標登録を行った場合、

中国本土では中国産りんごに「青森」というネーミングを付けて販売する

ことができます。一方、青森県産りんごを中国に輸出し、「青森りんご」と

いうネーミングで販売すれば、商標登録違反となります。

１ 農業分野における知的財産

農業分野における知的財産に

は、試験研究機関等の研究成果や

農業現場の生産技術、新品種の育

成、ブランド化した農産物の名称等

があります。また、法律上の権利と

して保護されませんが、古くからあ

る農業技術や在来種、食文化・伝

統文化等も知的財産といえます。

これまで、農業分野においては

知的財産というものがあまり意識さ

れていませんでした。しかし、農業

の国際化が進展している中で、国内の栽培技術や優良種苗が海外へ流出したり、国内のブラ

ンド名が海外で商標登録される事例が増えています。したがって、今後地域農業の競争力を

高め、地域活性化を図るためにも、知的財産の活用が大切であると言えます。
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２ 地域団体商標制度

地域団体商標とは「地域名」と

「商品名」を組み合わせた商標のこ

とであり、商標法の改正に伴い、平

成１８年４月１日から始まりました。 ＜全国的な知名度を得た事例＞

これまで、「地域名」と「商品名」を組み合わせた商標は、①全

国的な知名度を得た場合又は②図形等を組み合わせた場合で

なければ登録をすることができませんでした。 ＜図形を組み合わせた事例＞

今回の改正では、農業協同組合等が地名入り商標を使用した

ことで、複数の都道府県に及ぶほどの知名度を獲得した場合に、

地域団体商標として登録し、この商標を独占的に使用することが

できるようになりました。

なお、地域団体商標の登録要件は下記のとおりです。

○これまで登録された主な地域団体商標

地域団体商標 登録者 都道府県

十勝川西長いも 帯広市川西農業協同組合 北海道

たっこにんにく 田子町農業協同組合 青森県

飛騨牛乳 飛騨酪農農業協同組合 岐阜県

松坂肉 松坂農業協同組合 他 三重県

紀州みなべの南高梅 みなべいなみ農業協同組合 和歌山県

３ 商標制度の活用

商標登録は特許庁に出願します。登録が認められればその日から

１０年間、その商標を独占的に使用することができ、更新すれば半永

久的に使用することが可能となります。ちなみに、商標登録の際には、

出願手数料（６，０００円＋１５，０００円×区分数）及び登録料（６６，００

０円×区分数）等が必要となります。

商標には①「出所の表示」機能、②「品質の保証」機能、③「広告・宣伝」機能があります。ブ

ランドが確立されれば、消費者は商標を頼りに品質等を判断し、購入するかどうかを決めること

になります。産地としては他の産地と差別化できる農産物や商品を生産するのはもちろんのこ

とですが、地域の努力と工夫によって得られた権利を侵害されないためにも、商標登録を行

い、活用していくことが今後ますます重要になると思われます。

①法人格があること＋農業協同組合など法律に基づき設立された団体
であること＋加入の自由が保障されていること

②地名と商品が密接に関連していること
③一定程度の周知性を獲得していること
④商標全体として普通名称でないこと

地域団体商標の登録要件

あおもりカシスの商標



羽白開発のほ場で乾田直播の実演会開催される！
～乾田直播の播種面積は倍増～

４月２５日、青森市前田地区にある農事組合法人羽白開発のほ場において、「水稲直播栽培

現地検討会」が開催されました。この検討会は、水稲のコスト低減を進めることを目的として、県

農産園芸課が主催したものです。

平成１９年の水稲直播栽培面積は、県全体で１４４ｈａと年々拡大してきています。東青地域の

面積は 27.6ha 程度ですが、は種作業の期間が長く、代掻き作業がいらない乾田直播栽培が増

加してきています。

○東青管内の水稲直播面積の推移（ｈａ）

播種方式 平成１６年 平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年
見込み

湛水直播 １７．１ １４．０ １４．７ １４．４ ７．４

乾田直播 － ８．６ １５．７ １３．２ ２７．５

合 計 １７．１ ２２．６ ３０．４ ２７．６ ３４．９

※平成１６年は合併前の浪岡町分を含む

羽白開発は、管内の乾田直播栽培の８割を占めています。昨年は春先に雨が多かったため播

種面積は８ ha と予定の半分にとどまりましたが、今年は４月２５日～５月４日に播種作業が行わ

れ、雨が少なかったため計画どおり２２ ha に播種することができました。

この他、青森市浪岡地区においても意欲的に乾田直播栽培に取り組む農家がおり、今年は約

５ｈａに達しています。

当普及指導室では、大規模農家を対象に直播栽培の普及拡大に向けて、今後も現地検討会

を開催する予定です。

羽白開発の福士さんがポイントを説明 ロータリシーダーを使った播種実演作業

夏秋いちごの作付拡大

本県は、比較的夏季冷涼な気象条件を活かし、今後の需要拡大が見込める「夏秋いちご」の

振興を図ろうと、『「夏秋いちご」日本一飛躍産地育成事業』を展開しています。当事業では、平

成２２年までに夏秋いちごの作付面積拡大(県全体９．６→２１．６ｈａ)と単収の向上(１．５→２．５ｔ)

を図ることで、生産量を４００ｔ(現在約１４４ｔ)まで伸ばすことを目標にしています。

東青管内でも夏秋いちごの作付けが進んでいますが、

本年は４農家と２集団で約２９ａのハウスに夏秋いちごが

作付けされ、昨年と比較して８ａほど増えました。

作付けされている品種はほとんどが「ペチカ」で、食味

が良く、市場評価が高いものです。しかし、栽培技術の

習得が難しい上に、夏秋いちごは主にケーキ用として使

われるため、形状が良くないと規格外になります。そこ

で、「ペチカ」を開発したメーカーでは、４月から月１回を

めどに、作付けしている全農家を巡回指導し、栽培技術

の向上に努めています。 ＜「ペチカ」（外ヶ浜町）＞

また、５月２６日に、出荷いちごの目揃い会が外ヶ浜町

で開催されましたが、栽培農家は秀品、Ａ品と規格外の

違いについて熱心に質問していました。

冒頭で「本県は比較的夏季冷涼」と書きましたが、最

近はかなり暑くなってきました。また、病害虫の発生も多

くなっていることから、今後農家と指導機関が一体となっ

て、栽培管理に万全を期すことで、良品多収につなげて

いきたいと考えています。

＜いちごの目揃い会＞

「簡易土壌診断」を受けましょう！

普及指導室では、「日本一健康な土づくり運動」の一環として、簡易土壌診断を実施しています。

簡易土壌診断キット「みどりくん」を使うので、その場で結果が分かります。

具体的な日程や方法等については、市町村、農協と相談の

上お知らせしますので、ぜひ、この機会に、土壌診断を受けま

しょう。

＜５月にＪＡ東つがる平舘支店で行った土壌診断の様子＞

（普及員右端）「お母さんの土は、りん酸が○㎏ぐらい入って

ますね」

（農家のお母さん）「あれ、その紙の色で分がるんだの？」


